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子会社の異動を伴う連結子会社による第三者割当による新株式発行 

並びに役員の異動、及び業務提携に関するお知らせ 

 

当社の連結子会社である株式会社カーチスロジテック（以下、「カーチスロジテック」という。）は、

本日開催の臨時株主総会及び取締役会において、ラインロジスティクス株式会社（代表取締役 北御門

由美 以下、「ラインロジスティクス」という。）を割当先とする第三者割当による新株式発行並びに新

任取締役及び監査役の選任を決議いたしました。 

また、当社は、本日開催の取締役会において、ラインロジスティクスと業務提携を行うことを決議い

たしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．子会社による第三者割当及び当社による業務提携の理由 

 当社グループは、我が国の経済基盤である物流事業を支援すべく、2022 年 3 月期より商用車のリー

スバック関連事業を展開してまいりました。運送会社が保有する車両のオフバランス化による即時資

金化やキャッシュフロー改善を通じて、業界の経営安定化に貢献することを目的とし、2023 年 10 月に

はその方針をさらに加速させるため、カーチスロジテックを設立いたしました。 

現在、当社グループは中長期的な企業価値の最大化を目指し、経営資源の最適配分および事業ポート

フォリオの再構築による「事業の選択と集中」を最優先課題として取り組んでおります。 

 カーチスロジテックの更なる発展を検討した結果、当社主導の経営体制から、全国で広範な物流ネッ

トワークと実務ノウハウを有するラインロジスティクスへ事業運営を託すことが、物流現場のニーズ

に即した効果的な事業展開を可能にし、カーチスロジテックの企業価値を最大化できるとの結論に至

り、カーチスロジテックにおける第三者割当による新株式発行により、ラインロジスティクスがカーチ

スロジテックの 50％の株式を取得した上で、当社はラインロジスティクスと業務提携を行うこととい

たしました。 

本提携により、当社は強みである「金融・投資事業」の知見を活かした専門的な支援に特化する体制

へ移行いたします。 

これにより、次世代の柱として拡大を図る金融関連事業へ経営リソースを重点的に投下・集中させ、

グループ全体の収益基盤の強化と持続的な成長を実現してまいります。 

 

 

会 社 名 株 式 会 社 レ ダ ッ ク ス 

代表者名 取締役兼代表執行役社長 長倉  統己  

 （コード番号 7 6 0 2 東証スタンダード） 

問合せ先 経 営 企 画 室 課 長 高橋  英知  

 電 話 番 号 : 0 3 － 3 2 3 9 － 3 1 8 5 

ＰＲＥＳＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 



 

 

 

２．異動する子会社の概要 

(1) 名 称 株式会社カーチスロジテック 

(2) 所 在 地  東京都千代田区紀尾井町 4-1 新紀尾井町ビル２F 

(3) 代 表 者  代表取締役社長 長倉統己 

(4) 事 業 内 容  

物流管理プラットフォーム事業  

商用車買取販売事業、 

リースバック事業     

(5) 資 本 金  10,000,000 円 

(6) 設 立 年 月 日 2023 年 10 月 6日 

(7) 大株主及び持株比率  当社 100％ 

(8)当該会社の最近 3年間の財政状態及び経営成績  

決算期  2024 年 3 月 31 日 2025 年 3 月 31 日 

純 資 産（円）  6,090,556 24,680,103 

総 資 産（円）  20,431,550 692,608,467 

１株当たり純資産（円）  30,452 123,400 

売 上 高（円）  22,662,682 168,998,497 

営 業 利 益（円）  △3,880,365 29,864,660 

経 常 利 益（円）  △3,880,344 29,147,395 

当 期 純 利 益（円）  △3,909,444 18,589,547 

1 株当たり当期純利益（円）  △19,547 92,947 

1 株当たり配当金（円）  －   － 

 ※2023 年 10 月まで、リースバック関連事業は株式会社カーチスの事業として展開していたため、 

カーチスロジテックとしての財政状態及び経営成績は過去 2年間のものとなります。 

 

３．株式割当及び業務提携先の概要 

(1) 名 称 ラインロジスティクス株式会社 

(2) 所 在 地  東京都江東区木場五丁目 12 番 8 号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 北御門由美  

(4) 事 業 内 容  
一般貨物自動車運送事業・貨物利用運送事業 

倉庫業               

(5) 資 本 金  70,000,000 円 

(6) 設 立 年 月 日 2020 年 7月 30 日 

(7) 大株主及び持株比率  北御門由美 100％ 

(8) 上場会社と当該会社との間の関係 

資 本 関 係 記載すべき事項はありません 

人 的 関 係 記載すべき事項はありません 

取 引 関 係 車両のリース取引があります。 



 

 

(9)当該会社の最近 3年間の財政状態及び経営成績  

決算期 2022 年 12 月 31 日 2023 年 12 月 31 日 2024 年 12 月 31 日 

純 資 産（円） 116,728,258 157,877,576 162,431,270 

総 資 産（円） 818,336,033 1,194,419,552 1,766,934,943 

１株当たり純資産（円） 833.77 1,127.70 1,160.22 

売 上 高（円） 2,610,429,433 2,956,480,498 3,189,803,746 

営 業 利 益（円） 5,245,305 52,363,657 27,018,707 

経 常 利 益（円） 17,122,311 55,156,463 5,642,936 

当 期 純 利 益（円） 13,825,511 41,149,318 4,553,694 

1 株当たり当期純利益（円） 98.75 293.92 32.53 

1 株当たり配当金（円） － － － 

 

４．カーチスロジテックにおける割当株式数、割当価額及び割当前後の所有株主の状況 

割当前の所有株式数 当社 200 株（100％） 

割当先及び割当株式数 ラインロジスティクス株式会社 200 株 

割 当 価 額 1 株 500,000 円（総額 100,000,000 円） 

割当後の所有株式数 
ラインロジスティクス株式会社 200 株（50.0％） 

当社 200 株（50.0%） 

 

５．カーチスロジテックにおける役員の異動（2026 年 1 月 30 日付） 

異動前 異動後 

取締役会長    加畑雅之  

代表取締役社長 長倉統己 

専務取締役   渡邊雄太   

取締役     水島 仁 

監査役     関 常芳 

監査役     五十嵐克巳 

代表取締役社長 北御門由美（ﾗｲﾝﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ代表取締役） 

取締役     河井春樹 （ﾗｲﾝﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ取締役） 

取締役     秋山佑介 （ﾗｲﾝﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ取締役） 

取締役     加畑雅之 

取締役     渡邊雄太 

監査役     長倉統己 

 

６．当社によるラインロジスティクスとの業務提携の概要 

  ラインロジスティクスは、カーチスロジテックの経営主体として、リースバック事業、貨物利用運

送事業、商用車の買取・販売事業等の事業執行を主導し、当社は金融・投資事業の側面から、資金調

達支援やファイナンススキームの構築等による経営支援を行います。 

  また、カーチスロジテックは、本日、「米国 NASDAQ 上場企業 SuperX AI Technology Limited 

との業務提携（日本国内販売代理店権の取得）及び基本合意書（MOU）締結に関するお知らせ」に

て公表した「AI データセンター向けの高性能サーバー等」SuperX グループの物流を担うことも予

定しております。 

 

 

 



 

 

７．日程 

臨時株主総会及び取締役会決議日 2026 年 1月 30 日 

株 式 割 当 日 2026 年 1月 30 日 

払 込 期 日 2026 年 1月 30 日 

役 員 異 動 日 2026 年 1月 30 日 

当 社 取 締 役 会 決 議 日 2026 年 1月 30 日 

業 務 提 携 契 約 日 2026 年 1月 30 日 

 

８．今後の見通し 

 本件に伴い、カーチスロジテックは当社の連結子会社から除外され、持分法適用関連会社となる予定

です。 

これにより、当社連結貸借対照表のスリム化および財務健全性の向上が図られることとなります。  

今後は、本件によって創出された経営資源を成長分野である金融事業等の新規案件へ積極的に投入

し、更なる業績拡大および株主価値の向上に努めてまいります。 

なお、本件が 2026 年 3月期の連結業績に与える影響については現在精査中であり、開示すべき事項

が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

以 上 

 

 


